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頁102款 01項 06目 022000000事業 さくら工芸品工房管理運営事業

使用料 12010101203 1,0381,035さくら工芸品工房施設使用料
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02 総務費 01 総務管理費 06 企画費 企画課0101010800-0000

0220 さくら工芸品工房管理運営事業
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１．事業の概要と必要性

(簡略番号：001466)

補助金等の名称

諸収入 19050302218 さくら工芸品工房光熱水費等負 877 1,123

　【事業の概要】
　平成２１年度に桜小学校（廃校後は桜コミュニティー施設）跡地利用として、旧棟を耐震
　不安のため取壊し、新棟を工芸品工房に改築した。このさくら工芸品工房を維持管理する
　。
　【事業の必要性】
　さくら工芸品工房は、湯梨浜町の文化振興による地域活性化及び産業の振興を図ることを
　目的として平成２２年４月に開所した施設。有効活用するため維持管理が必要となる。
　【全体事業費】　２，０３９千円

２．根拠法令
　湯梨浜町さくら工芸品工房の設置及び管理に関する条例

３．用地の状況
　用地と施設は町有財産（行政財産）

４．基本計画との関連
　【第２次総合計画】にぎわいと活力あふれる産業のまちづくり

５．本年度の計画効果
　【本年度の計画】
　さくら工芸品工房を維持管理するとともにＰＲをし、広く来訪者を集め、地域活性化に貢
　献する。また、個室工房の２つの空き部屋（Ｃ、Ｄ）の入居促進を図る。
　【事業の効果】
　さくら工芸品工房を盛り上げ、来訪者が増えることにより、文化振興による地域活性化や
　産業の振興を増進することができる。

６．財源の説明
　【さくら工芸品工房施設使用料】1,035千円
　【さくら工芸品工房光熱水費等負担金】　877千円
　【一般財源】　127千円
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【事業概要】 【事業費内訳】

【特定財源の内訳】

【補助金】

【実施計画】

報酬
給料02

共済費04
職員手当等03

05 災害補償費
06 恩給及び退職年金

役務費12
需用費11

09 旅費
10 交際費

08 報償費
賃金07

工事請負費15
使用料及び賃借料14

13 委託料
予備費

28 繰出金

22 補償、補填及び賠償金

償還金､利子及び割引料23

積立金25
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貸付金21
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18 備品購入費
19 負担金､補助及び交付金
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